
親父は柿を栽培

昭和５(1930)年４月20日、茨城県石岡市真家（旧新冶

郡八郷町真家）に生まれる。

筑波山の東麓に位置する八郷地区は三方を山に囲まれ

た盆地。温暖な地形を利用して古くから柿の栽培が行わ

れていたところ。親父は柿栽培をしていた。その親父に

頼まれて（？）、松戸に入った。農家の跡取りが学校へ行

ったら仕事をしなくなるという時代であるが、新しいこ

とを学ぶには学校へ行ったほうがよいという考えである。

第１専攻は果樹だが、第２専攻は花。花が好きだった。

浅山先生のある日の実習で、キクの‘新湊’という品種

を見て、「これは“ゲリラ戦”に使うといい」とおっしゃ

る。農業には競争原理が絶えず働いている、正規軍の位

置を確認し、どう戦うか。経営が大切である。これを最

初に教えてくれたのは、浅山先生である。

農業はおもしろい

昭和24（1949）年別科修了後、就農。親父の柿を手伝

うかたわら、庭じゅうに花を植えた。それを親父は家に

来る人ごとに差し上げる。もらった人は喜ぶ。喜ばれる

とうれしい。松戸へ行ったからとほめられ、親父もうれ

しい。花を作るのがおもしろかった。

キク、スイセン、アイリス、チューリップ、フリージ

アなど、いろいろな花を作ったが、お世話になった先生

方は多い。土浦市佐野子の稲見誠さんは地元の大先輩で

ある。フリージアは浅山先生。第一園芸の岩井英明さん

からはチューリップの品種をいろいろ紹介していただい

た。お年寄りから同年代まで、幅広く、いろいろな方の

話を聞くことを心がけた。となると松戸で培った人脈は

大きい。そこから新しいことを学んだ。

浅山先生の紹介で知り合った、アイリスの大家の新潟

市大島の蒲沢茂峰さん。当時、チューリップの‘ウイリ

アムピット’という品種を12月に出荷すると100円、それ

が１月に出荷すると50円。新しい花を導入して、工夫を

重ねれば利益を上げられる。楽しくやっていける農業も

学んだ。経営である。

さらに、親父を超えるには、親父がわからないこと、

花しかないとも考えた。

しかし、柿は２町歩５反。温暖な地で果樹栽培には適

した土地である。是非続けるようにと教えてくださった

のは長澤先生である。藤井先生や大野先生の本を読みな

がら、柿のヘタムシの対策も学んだ。‘西村早生’を導入

したのも早かった。

５反ほどだがスモモの栽培も始めた。やさとプラム組

合を設立したのは昭和46（1971）年。1990年代のピーク

時には100名まで会員数が増えたが、現在は11名。だが、

現在も12～13品種を栽培している。完熟果の流通をダイ

エーと研究したこともある。

チューリップ一筋

昭和38（1963）年頃から、本格的にチューリップ栽培

を始めた。ウサギとカメのどちらかというと、ウサギ型

の花が好き。柿はカメ型というところか。勝負は別とし

て、短期決戦型のスピードのあるチューリップが性にあ

っていると、自ら分析した。資本を投下した集約農業で

ある。

フレームを建て、年間３作。最初は魚のトロ箱を使っ

て栽培。もちろん、値段の高い暮れをねらう。そのため

に品種を選び、人の話を聞き、技術を開発する。農業は

経営である。自分で戦略を組み立てることができるから

おもしろい。人に言われたものではないもの、意外性を

追求した。

その後、オランダから、さまざまな花形、花色のチュ

ーリップの切花が輸入され、これがきっかけとなって需

要が伸びてきた。さらに、昭和63（1988）年オランダ産

チューリップ球根の検疫免除がスタート。球根買いつけ

に、毎年オランダへ出かけるようになった。

チューリップの切花栽培には追い風である。しかし大

事なのはいつ作ってどう販売するかである。市場任せで

はいけない。需要期を迎え競合相手のいない11月に出荷

したいと考え、オランダのアイスチューリップを導入し

た。仕入れ価格は60円。だが日本で作るよりコストは低

い。100円以上で確実に売れた。
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最先端技術を導入

平成２（1990）年頃、さらに需要増を見込んで、年間

５作とした。わずか200坪の温室で、年間60万本以上の

チューリップを出荷。そのために必要な技術を開拓した。

もちろん、密植できるコンテナ栽培である。６坪の低

温処理庫４室に、球根を植えつけたコンテナを天井まで

高く積み上げる。それぞれの品種特性にあわせて各室で

温度処理を行い、発根、発芽させ、順次温室に入れて開

花させる。

平成６（1994）年、オランダで水耕栽培をみた。コン

テナ栽培より２～３日栽培期間が短くなると聞いて、こ

れだと思った。

平成７（1995）年、水耕栽培用パネル200枚をオラン

ダに注文し、試験栽培を始めた。液肥、冷蔵温度、経済

性の高い品種の選定、栽培時期ごとの温度管理など、オ

ランダでもまだ試験中という時期である。生産レベルで、

出荷しながら試験してしまおうというわけである。お陰

でオランダより先に、水耕栽培の目途がついた。冷蔵温

度は９℃ではなく、５℃だった。オランダから逆に視察

に来た。

売る努力が必要

市場任せではいけない、販路開拓も経営には重要であ

る。ホームセンターのジョイフルホンダとの契約栽培も

やってみた。価格破壊である。チューリップ１本、卸値

70円で100円で販売。あちらは安定して販売でき、こち

らは出荷作業がラク。双方に利益があった。一時は生産

量の30％を目標とした。

平成９年には80％が水耕栽培となった。コンテナより

密植でき、10月出荷も可能となった。そして、『パワー

チューリップ』を売り出した。水耕栽培のまま、球根を

つけて出荷するものである。切花より３～5倍も花持ち

がよく、花が咲き終わったら土に埋めて球根を育てれば、

２倍楽しめる。パテントもとったが、ガラス容器のこと

を考えると大変であった。

消費者を惹きつけるために、新品種の導入も心がけた。

同じ品種でもネーミングで売れる場合があるからおもし

ろい。白花の‘エンペラー’という品種を‘富士’に変

えたら売れた。売るための戦略が必要である。

さらに水耕栽培に特化して、生産量を増やしていき、

ピーク時は年間200万本にもなった。農業の近代化であ

る。チューリップの切花生産は２次産業、球根の加工業

と考えた。しかし資金もかかる。自らの位置をしっかり

確認しての行動である。

農業振興にかける

昭和38（1963）年、八郷町花卉園芸組合長を引き受け、

八郷町にチューリップの栽培を広めた。生産者は８人と

なった。

さらに翌年は、茨城県花卉園芸組合連合会副会長、昭

和59（1984）年には八郷町農事実行組合協議会会長、

（社）茨城県花卉園芸協会副会長、昭和63年同会長。そし

て現在は顧問を引き受けている。果樹と花卉、両方に関

わり、それらの振興のために、いろいろな改革にも携わ

った。

会長就任当時、茨城県の花は、キク、枝もの、グラジ

オラスを栽培する農家が多く、さらにバラ、カーネーシ

ョン、トルコギキョウ、ユリを栽培する農家が増加して

いるという動きがあった。京浜市場に近く、産地は県内

各地に点在。個人、任意組織で出荷していた。

平成２（1990）年には大田市場が開場して、大型流通

の時代がやってきた。産地は組織販売力を強化しなけれ

ばならない。同年、土浦市のグラジオラスが銘柄産地に

指定されたが、さらにカーネーション、バラなどで花卉

銘柄化推進事業を行い、県単位の生産出荷体制の整備を

農協中心に行った。その他の品目については品目別に生

産者の組織を育成し、共同出荷体制を確立するように心

がけた。

まだまだ現役

確かに、出荷する、資材を購入するなどは、共同で行

うことにメリットがある。しかし農業は本来、個人の責

任で、自由に、やりたいことをやるものである。農協、

市場、スーパーなどの大手量販店などに支配されて、み

んな一緒にというものではない。

そのためには、常に「歩く、見る、聞く」ことを怠ら

ず、正規軍の位置を確認し、自分の位置を的確に知るべ

きである。

そこで、チューリップの切花栽培の生産量を今年は半

減した。ユーロ高で球根が高い。地球温暖化も気になる。

そもそも花が売れない。現在、花の市場は飽和状態にあ

り、生産調整が必要な時期と判断した。撤退はすみやか

に行うべし。これも経営である。だが、我が「歩く、見

る、聞く」は継続中である。

平成７（1995）年、花葉会賞、茨城県知事賞をいただ

いた。自由に、やりたいようにやってきた農業経営だが、

これも、縦横に、幅広くおつきあいいただいた皆さまの

お陰と、深く感謝しています。ありがとうございました。

（文責　編集部）
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